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隆　
　

弘

中　
　

島　
　

智　
　

之

一
．
は
じ
め
に

本
稿
は
、
航
空
事
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
航
空
保
険
に
つ
き
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
上
で
、

現
在
実
務
が
直
面
し
て
い
る
問
題
点
に
つ
き
整
理
を
試
み
、
空
法
学
及
び
空
法
実
務
の
発
展
に
資
せ
ん
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
航
空
保

険
は
、
海
上
保
険
等
の
他
の
保
険
と
比
べ
る
と
、
損
害
額
が
巨
大
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
リ
ス
ク
の
平
凖
化
を
図
る
た
め
の
リ
ス
ク
数
が

限
定
的
で
あ
る
た
め
、
実
務
で
は
、
再
保
険
の
活
用
や
プ
ー
ル
制
度
の
創
設
等
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
湾
岸
戦
争
、
米
国
同

時
多
発
テ
ロ
と
い
っ
た
新
し
い
戦
争
危
険
の
登
場
に
よ
り
、
航
空
保
険
、
特
に
戦
争
保
険
が
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

論　

説

一
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筆
者
の
う
ち
松
嶋
は
、
航
空
保
険
の
う
ち
戦
争
保
険
が
試
練
に
さ
ら
さ
れ
た
時
期
に
、
航
空
保
険
に
つ
き
整
理
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る

者
で
あ
り
（
1
）

、
同
中
島
は
、
航
空
会
社
法
務
部
員
と
し
て
航
空
保
険
の
業
務
に
携
わ
り
、
か
つ
、
日
本
大
学
法
学
部
比
較
法
研
究
所
研
究
員

と
し
て
、
自
己
が
携
わ
る
実
務
の
理
論
化
に
取
り
組
む
者
で
あ
る
。
両
者
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
拠
す
べ
き
文
献
が
乏
し

い
航
空
保
険
に
つ
き
、
航
空
保
険
に
関
す
る
研
究
の
出
発
点
を
確
認
す
る
た
め
、
そ
の
概
念
と
課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
認

識
で
意
見
の
一
致
を
み
る
に
至
り
、
こ
こ
に
本
稿
を
共
著
で
執
筆
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
手
順
と
し
て
、
ま
ず
、
航
空
保
険
の
意
義

及
び
種
類
に
つ
き
整
理
し
た
上
で
、
航
空
保
険
の
課
題
を
整
理
し
て
み
た
い
。

二
．
航
空
保
険
の
意
義
及
び
そ
の
種
類

1
．
航
空
保
険
の
意
義

⑴　

総
説

保
険
は
、
運
送
事
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
海
上
運
送
の
分
野
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
海
上
保
険
の
制
度
が

発
達
し
て
き
た
。
こ
の
理
は
航
空
運
送
事
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
高
価
な
航
空
機
の
財
産
的
価
値
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
航
空

機
を
調
達
す
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
場
面
に
お
い
て
投
資
の
安
全
性
を
図
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
乗
客
や
機
外
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠

償
の
原
資
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
保
険
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
か
か
る
場
面
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
の
が
、
航
空
保
険

（aviation insurance

）
で
あ
る
。
航
空
保
険
は
、
航
空
機
の
発
達
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
新
種
保
険
の
一
つ
で
あ
り
、
海
上
保
険
を
母

体
と
す
る
。

た
だ
、
航
空
保
険
に
は
、
危
険
の
巨
大
性
に
比
し
て
対
象
案
件
数
が
限
定
さ
れ
、
統
計
的
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

二
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と
か
ら
、
保
険
事
業
運
営
に
必
要
な
安
定
性
に
乏
し
い
面
が
あ
っ
た
。
航
空
保
険
の
持
つ
こ
の
脆
弱
性
は
、
湾
岸
戦
争
や
米
国
を
お
そ
っ

た
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
現
在
で
は
制
度
が
再
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
航
空
保
険
制
度
の
問
題
点
を

も
含
め
、
包
括
的
に
概
説
を
試
み
た
い
。

⑵　

航
空
保
険
の
定
義

ま
ず
前
提
と
し
て
、
航
空
保
険
の
概
念
に
つ
い
て
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
航
空
保
険
の
範
囲
は
歴
史
的
に
変
動
し
て
き
て
お

り
、
明
確
で
は
な
い
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
航
空
保
険
が
特
別
な
市
場
と
し
て
成
立
し
た
の
は
、A

viation R
isks

と
い
う
危
険
の
特

殊
性
に
よ
る
と
の
指
摘
に
留
意
し
つ
つ
（
2
）

、
航
空
保
険
が
有
す
る
と
さ
れ
る
特
質
に
つ
い
て
指
摘
し
、
現
行
実
務
上
行
わ
れ
て
い
る
航
空
保

険
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

⑶　

航
空
保
険
の
特
質

以
上
の
と
お
り
、
航
空
保
険
の
範
囲
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
貫
し
た
共
通
認
識
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
般
に
航
空
保
険

と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
下
記
の
特
色
が
あ
り
、
こ
の
特
色
が
他
の
保
険
と
異
な
る
航
空
保
険
の
特
質
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
（
3
）

。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
特
色
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

①　

危
険
の
巨
大
性

ま
ず
、
航
空
保
険
の
特
色
と
し
て
危
険
の
巨
大
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
航
空
機
事
故
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
機
体
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
乗
客
や
第
三
者
の
生
命
・
身
体
・
財
産
に
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
航
空
保
険
も
、
填
補
限
度
額
が
巨
額
に

な
り
、
引
き
受
け
る
危
険
も
巨
大
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
機
体
保
険
で
も
場
合
に
よ
っ
て
は
一
機
で
数
百
億
円
に
な
り

う
る
し
、
乗
客
等
に
対
す
る
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
補
償
限
度
額
が
数
千
億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
も
あ
る
。
航
空
機
同
士
が
衝
突
す
れ
ば
、

三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
四
四
）

額
は
一
気
に
倍
増
す
る
。
史
上
最
大
の
損
害
額
と
な
っ
た
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
い
て
は
、
損
害
額
が
七
十
億
米
ド
ル
程
度
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
な
危
険
を
引
き
受
け
る
航
空
保
険
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
社
だ
け
で
保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
到
底

で
き
ず
、
全
世
界
レ
ベ
ル
で
の
再
保
険
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
航
空
保
険
プ
ー
ル
の
役
割
が
重
要
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

②　

国
際
性

危
険
が
巨
大
な
航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
危
険
を
分
散
す
る
た
め
再
保
険
の
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
し
か
も
か
か
る

再
保
険
は
、
国
際
的
規
模
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
他
面
に
お
い
て
、
海
外
の
再
保
険
市
場
の
影
響
を
受
け
や
す
く

す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
か
る
国
際
性
も
、
航
空
保
険
の
特
色
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③　

事
故
原
因
の
複
雑
性

航
空
機
事
故
は
、
様
々
な
原
因
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
上
い
っ
た
ん
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
全
損
と
な
る
確
率
が

他
分
野
と
比
べ
て
高
い
。
そ
の
た
め
、
事
故
の
原
因
解
明
が
他
の
事
故
に
比
べ
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
政
治
の
動
向
を
反
映
し
や
す

い
航
空
業
界
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
予
想
も
し
な
か
っ
た
事
故
が
発
生
し
が
ち
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

④　

市
場
変
動
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
高
さ
（
4
）

航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
数
が
保
険
制
度
の
前
提
と
な
る
大
数
の
法
則
が
機
能
す
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
市
場
の

成
績
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
た
め
収
入
保
険
料
に
比
し
て
支
払
保
険
金
が
少
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
事
故
の
少
な
い
時
期
：
ち
な

み
に
保
険
金
を
保
険
料
で
除
し
た
も
の
を
損
害
率
と
い
う
。）
に
は
、
保
険
者
の
引
受
能
力
の
供
給
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
場
の
競
争

四
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原
理
が
働
き
保
険
料
が
低
下
に
向
か
う
（
ソ
フ
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
）。
他
面
、
い
っ
た
ん
巨
大
な
事
故
が
発
生
す
る
と
損
害
率
が
上
昇
し
、

保
険
市
場
は
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
志
向
す
る
（
ハ
ー
ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
5
）

）。
こ
の
よ
う
に
航
空
保
険
は
、
市
場
の
変
動
の
度
合
い
が
激
し

く
、
こ
れ
が
特
色
の
一
つ
と
さ
れ
る
。

⑤　

担
保
内
容
の
多
様
性

航
空
機
の
運
航
に
は
、
様
々
な
業
務
（
航
空
機
の
誘
導
、
牽
引
、
清
掃
か
ら
手
荷
物
・
貨
物
の
積
み
お
ろ
し
や
機
内
食
の
手
配
ま
で
）
が
付
随
す

る
。
ま
た
航
空
会
社
が
何
ら
か
の
損
害
を
被
る
可
能
性
の
あ
る
事
態
は
、
単
に
航
空
機
事
故
に
限
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
航
空
事

業
の
性
格
を
反
映
し
て
、
い
き
お
い
航
空
保
険
も
幅
広
い
危
険
を
担
保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
航
空
保
険
は
、
多
種
類

の
危
険
を
総
合
的
に
担
保
す
る
も
の
と
し
て
商
品
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑥　

契
約
条
件
の
柔
軟
性

航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
契
約
者
の
数
も
、
契
約
対
象
た
る
航
空
機
の
数
も
家
計
分
野
の
保
険
に
比
べ
て
極
め
て
限
ら
れ
る
。
ま
た
、

航
空
会
社
ご
と
に
保
険
手
配
に
対
す
る
方
針
等
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、
航
空
保
険
は
、
保
険
契
約
者
の
意
向
や
状

況
を
反
映
し
た
契
約
条
件
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
定
型
性
の
強
い
自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
と
は
異
な
り
、
保

険
契
約
内
容
は
個
別
交
渉
に
委
ね
ら
れ
、
自
由
裁
量
の
余
地
が
大
き
い
。

⑦　

専
門
性

航
空
保
険
の
契
約
対
象
は
、
主
に
航
空
会
社
で
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
航
空
保
険
は
、
関
係
当
事
者
が
す
べ
て
航
空
に
関
す
る
専
門
的

知
識
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
航
空
保
険
は
海
上
保
険
と
同
様
、
深
い
知
見
を
有
す
る
専
門
家
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
保
険
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
自
家
用
機
を
保
有
す
る
個
人
や
、
行
政
目
的
の
た
め
に
航
空
機
を
所
有
す
る
官
公
庁
が
航
空
保
険
契
約
を
締
結

五
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す
る
例
な
ど
、
例
外
も
あ
る
。

⑷　

航
空
保
険
の
引
受

危
険
の
巨
大
性
に
見
合
う
危
険
平
準
化
が
困
難
な
航
空
保
険
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
危
険
を
一
社
だ
け
で
引
き
受
け
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
危
険
を
分
散
し
て
消
化
す
る
た
め
に
航
空
保
険
プ
ー
ル
制
度
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
航
空
保
険

プ
ー
ル
と
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
くG

L
O
B
A
L

（G
lobal A

erospace U
nderw

riting M
anagers

）
が
有
名
だ
が
、
わ
が
国
に
お

い
て
も
航
空
保
険
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
損
害
保
険
会
社
全
て
が
加
盟
し
て
い
る
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
が
存
在
し
て
い
る
（
6
）

。
ち
な
み
に

日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
に
対
し
て
は
、
独
占
禁
止
法
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
（
保
険
業
法
一
〇
一
条
、
一
〇
二
条
）。

日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
会
員
で
あ
る
保
険
者
（
元
受
保
険
会
社
）
は
、
同
プ
ー
ル
が
対
象
と
す
る
契
約
（
プ
ー
ル
物
件
）
に
つ
い
て
航
空

保
険
を
締
結
し
た
場
合
、
自
己
の
責
任
で
元
受
契
約
を
行
い
、
自
己
の
名
で
保
険
証
券
を
発
行
す
る
。
し
か
し
、
プ
ー
ル
物
件
の
保
険

料
・
料
率
は
、
す
べ
て
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
が
決
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同
一
物
件
・
同
一
条
件
で
あ
れ
ば
、
誰

が
引
き
受
け
て
も
同
一
の
保
険
料
・
料
率
と
な
る
。
ま
た
、
プ
ー
ル
会
員
は
、
引
受
額
全
額
に
つ
い
て
一
旦
再
保
険
に
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
プ
ー
ル
会
員
が
引
き
受
け
た
航
空
保
険
契
約
は
、
一
度
全
部
プ
ー
ル
に
投
入
さ
れ
、
所
定
の
割
合
で
会
員
に
再
配
分
さ

れ
る
。
会
員
の
消
化
能
力
を
上
回
る
分
に
つ
い
て
は
、
海
外
に
さ
ら
に
再
保
険
に
出
さ
れ
る
（
7
）

。

他
方
、
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
が
対
象
と
し
な
い
物
件
（
非
プ
ー
ル
物
件
：
例
え
ば
、
空
港
の
保
険
、
飛
行
船
・
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
Ｐ
Ｌ
保
険
の

一
部
等
（
8
）

）
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
が
独
自
に
引
き
受
け
、
引
受
限
度
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
再
保
険
に
出
さ
れ
る
。

そ
の
他
に
保
険
者
に
よ
っ
て
は
、
海
外
の
航
空
保
険
プ
ー
ル
に
加
盟
し
、
そ
の
参
加
分
に
つ
い
て
の
再
保
険
手
配
を
行
う
場
合
や
、
海

外
の
保
険
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
こ
と
が
多
い
。）
を
通
じ
て
再
保
険
を
引
き
受
け
る
場
合
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
は
、

六



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
四
七
）

危
険
の
規
模
か
ら
い
っ
て
す
べ
て
で
は
な
く
一
定
の
割
合
を
決
め
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

2
．
航
空
保
険
の
種
類

⑴　

航
空
保
険
の
分
類

航
空
保
険
は
、
損
害
の
対
象
及
び
事
故
原
因
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
9
）

。
ま
ず
損
害
の
対
象
を
基
準
に
す
る
と
、
物
保
険
と

損
害
賠
償
責
任
保
険
と
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
、
ⅰ
航
空
機
自
体
に
関
す
る
保
険
で
あ
る
。
機
体
保
険
（H

ull Insurance

）、
ⅱ
航
空

機
装
備
品
・
予
備
部
品
保
険
（S

pares Insurance

）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
機
体
保
険
に
任
意
に
付
保
す
る
保
険
と
し
て
、
ⅲ
捜

索
・
救
助
費
用
保
険
（S

earch and R
escue Insurance

）、
ⅳ
航
空
機
使
用
不
能
損
害
保
険
（L

oss of U
se Insurance

）、
ⅴ
航
空
機
未
経
過

保
険
料
保
険
（U

nearned P
rem
ium
 Insurance

）
及
び
ⅵ
担
保
違
反
保
険
（B

reach of W
arranty Insurance

）
等
が
あ
る
。

後
者
と
し
て
は
、
ⅰ
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
（P

assenger L
egal L

iability Insurance

）、
ⅱ
第
三
者
損
害
賠
償
責
任
保
険
（T

hird 

P
arty L

egal L
iability Insurance

）、
ⅲ
航
空
機
搭
乗
者
傷
害
保
険
（A

viation P
ersonal A

ccident Insurance

）
及
び
ⅳ
貨
物
賠
償
責
任
保

険
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
事
故
原
因
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
悪
天
候
、
機
材
の
故
障
、
操
縦
ミ
ス
等
の
事
故
な
ど
、
免
責
事
項
に
該
当
し
な
い
限
り
あ

ら
ゆ
る
損
害
を
対
象
と
す
る
保
険
（
こ
れ
を
「
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
」
と
い
う
）
と
、
戦
争
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
に
よ
る
損
害
に
限
定
し

て
対
象
と
す
る
戦
争
保
険
（W

ar and A
llied P

erils Insurance （10
）

）
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
争
保
険
に
つ
い
て
は
三
．で
後
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
に
つ
い
て
説
明
す
る
（
11
）

。七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
四
八
）

⑵　

航
空
機
に
関
す
る
保
険

①　

機
体
保
険
（H

ull Insurance

）

ⅰ　

意
義

機
体
保
険
は
、
航
空
機
（
被
保
険
航
空
機
（
12
）

）
自
体
に
関
す
る
物
的
損
害
（physical loss or dam

age to an aircraft

）
を
担
保
す
る
保
険
で

あ
る
。
中
で
も
代
表
的
な
位
置
づ
け
を
占
め
る
の
は
、
航
空
機
に
生
じ
る
物
的
損
害
を
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
条
件
で
担
保
す
る
機
体
オ
ー

ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
（A

ircraft H
ull A

ll R
isks Insurance

）
で
あ
る
。

機
体
保
険
に
は
、
大
き
く
分
け
て
保
険
価
額
型
（insured value

）
と
協
定
保
険
価
額
型
（agreed value

）
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
保
険
填

補
の
限
度
を
定
め
る
基
準
の
違
い
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
前
者
は
、
契
約
締
結
時
に
填
補
最
高
限
度
額
だ
け
決
め
て
お
き
、
保
険
価
額
は

保
険
填
補
実
行
時
に
損
害
発
生
の
日
の
航
空
機
の
市
場
価
格
を
基
準
と
し
て
合
意
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
契
約
締
結
時
に
航
空
機
の

保
険
価
額
ま
で
も
予
め
合
意
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
全
損
の
場
合
両
者
の
効
果
が
違
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
前
者
に
お
い
て
、
保
険
者

は
保
険
価
額
を
支
払
う
か
、
同
等
の
代
替
航
空
機
を
提
供
す
る
か
の
選
択
権
を
有
す
る
の
に
対
し
、
後
者
に
お
い
て
か
か
る
選
択
の
余
地

は
な
く
、
保
険
価
額
の
支
払
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
被
保
険
者
が
定
期
航
空
会
社
の
場
合
、
航
空
機
の
修
理
等
に
相
当
の
経
験
を

有
す
る
定
期
航
空
会
社
に
対
し
て
保
険
者
が
代
替
航
空
機
を
手
配
し
、
現
物
填
補
す
る
こ
と
は
実
情
に
そ
ぐ
わ
ず
、
後
者
に
よ
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
。

ⅱ　

損
害
及
び
そ
の
支
払

機
体
保
険
の
支
払
の
対
象
と
な
る
損
害
は
、
墜
落
、
衝
突
等
偶
然
な
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
物
的
な
損
害
に
限
ら
れ
（
直
接
損
害
）、
間

接
損
害
を
含
ま
な
い
（
間
接
損
害
を
填
補
す
る
保
険
と
し
て
は
、
後
述
の
航
空
機
使
用
不
能
損
害
保
険
が
あ
る
。）。

八



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
四
九
）

機
体
保
険
に
は
、
通
常
、
約
定
さ
れ
た
金
額
ま
で
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
と
す
る
免
責
金
額
（D

eductible

）
が
設
定

さ
れ
る
（
13
）

。
免
責
金
額
に
よ
る
自
己
負
担
が
大
き
く
、
最
終
的
な
自
己
負
担
を
軽
減
し
た
い
場
合
の
保
険
と
し
て
、
航
空
機
免
責
金
額
保
険

（D
eductible Insurance

）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

直
接
損
害
は
全
損
と
分
損
と
に
分
け
ら
れ
る
。
全
損
と
は
、
被
保
険
航
空
機
を
事
故
発
生
の
直
前
の
状
態
に
復
旧
す
る
こ
と
が
物
理
的

も
し
く
は
技
術
的
に
不
可
能
な
場
合
や
修
理
費
が
協
定
価
額
を
超
え
る
場
合
ま
た
は
被
保
険
航
空
機
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
を
い
う
。

全
損
の
場
合
に
は
免
責
金
額
の
適
用
は
な
い
。

分
損
は
、
全
損
以
外
の
場
合
で
あ
り
、
分
損
の
場
合
、
損
害
額
ま
た
は
保
険
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
か
ら
保
険
証
券
記
載
の
免
責
額

を
差
し
引
い
た
額
が
支
払
わ
れ
る
（
た
だ
し
約
款
で
、
現
物
に
よ
る
支
払
の
選
択
肢
を
留
保
す
る
例
も
あ
る
。）。

ⅲ　

免
責

た
だ
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
と
い
っ
て
も
、
免
責
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

免
責
事
由
と
し
て
は
次
に
掲
げ
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

イ　

保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
、
保
険
金
を
受
け
取
る
べ
き
者
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
の
同
居
の
親
族
も
し
く
は
法
定
代
理
人
（
保
険
契

約
者
、
被
保
険
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
事
、
取
締
役
ま
た
は
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
そ
の
他
の
機
関
）
の
故
意
に
よ
り
損
害
が
生
じ

た
場
合

ロ　

こ
れ
ら
の
者
が
被
保
険
航
空
機
の
耐
空
性
の
維
持
ま
た
は
航
行
の
安
全
性
に
関
す
る
法
律
等
に
故
意
に
違
反
し
た
場
合

ハ　

詐
欺
・
横
領
の
場
合

ニ　

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
自
然
の
消
耗
（w

ear and tear

：
反
復
し
て
使
用
し
て
い
る
間
に
シ
ャ
フ
ト
軸
受
部
が
す
り
へ
り
、
シ
ャ
フ
ト
が
折

九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
〇
）

損
し
た
場
合
）、
機
能
の
低
下
（
長
期
間
使
用
し
て
い
る
間
に
規
定
の
エ
ン
ジ
ン
出
力
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
）
及
び
故
障
（
電
気
的
な
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
り
計
器
が
動
か
な
く
な
っ
た
場
合
）
と
い
っ
た
、
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
ら
ず
に
発
生
し
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
免
責

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

免
責
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
、
こ
れ
ら
の
損
害
が
生
じ
る
原
因
と
な
っ
た
部
分
と
機
能
的
に
一
体
と
な
っ
た
航
空
機
の
部
品
の
最
小
単

位
（
単
位
部
分
）
に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
損
害
が
他
の
部
分
に
波
及
し
た
場
合
に
は
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
の
損
害
は
支
払
の
対

象
と
な
る
。
ま
た
、
免
責
と
な
る
単
位
部
分
が
原
因
と
な
り
、
航
空
機
に
墜
落
、
爆
発
等
の
二
次
的
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
原
因
と

な
っ
た
単
位
部
分
を
除
い
て
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。

ホ　

ま
た
、
戦
争
危
険
、
戦
争
関
連
危
険
（
例
え
ば
テ
ロ
や
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
）
に
つ
い
て
も
免
責
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中

の
一
部
は
戦
争
保
険
（
三
．で
後
述
す
る
）
で
復
活
担
保
さ
れ
る
。

②　

航
空
機
装
備
品
・
予
備
部
品
保
険
（S

pares Insurance

）

地
上
及
び
輸
送
中
に
あ
る
間
、
航
空
機
装
備
品
・
予
備
部
品
の
物
的
損
害
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
り
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
条
件
で
あ

る
。
限
度
額
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
故
・
品
目
・
輸
送
・
場
所
等
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
航
空
機
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
な
い
予
備
エ
ン
ジ
ン
も
対
象
と
し
う
る
。
機
械
の
故
障
が
免
責
事
由
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
機
体
保
険
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

③　

捜
索
・
救
助
費
用
保
険
（S

earch and R
escue Insurance

）

こ
れ
は
、
航
空
機
が
遭
難
し
た
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
航
空
機
や
搭
乗
者
の
捜
索
や
救
助
活
動
に
か
か
る
費
用
を
担

保
す
る
保
険
で
あ
る
。

一
〇



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
一
）

④　

航
空
機
使
用
不
能
損
害
保
険
（L

oss of U
se Insurance

）

機
体
が
損
傷
す
る
と
、
被
保
険
者
は
航
空
機
を
修
理
し
て
い
る
間
使
用
で
き
ず
、
予
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。
航
空
機
使
用
不
能

損
害
保
険
は
、
こ
の
間
接
損
害
を
填
補
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

⑤　

航
空
機
未
経
過
保
険
料
保
険
（U

nearned P
rem
ium
 Insurance

）

こ
れ
は
、
全
損
発
生
日
時
か
ら
満
期
時
ま
で
の
間
の
割
当
分
保
険
料
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
る
。　

⑥　

担
保
違
反
保
険
（B

reach of W
arranty Insurance

）

こ
れ
は
、
被
保
険
者
が
保
険
契
約
の
担
保
条
件
に
違
反
し
た
場
合
で
も
、
保
険
者
が
填
補
義
務
を
負
う
と
す
る
特
約
保
険
で
あ
り
、
追

加
保
険
料
の
支
払
を
前
提
と
す
る
。
運
送
人
が
保
険
契
約
の
担
保
条
件
に
違
反
し
て
、
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
り
、
航
空
機
が
担
保
に
供
さ
れ
て
い
た
り
、
リ
ー
ス
が
組
ま
れ
て
い
る
場
合
に
実
益
が
あ
る
。

⑶　

損
害
賠
償
保
険

①　

pay on behalf of

型
とindem

nity

型

航
空
保
険
に
お
け
る
損
害
賠
償
保
険
の
型
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
被
保
険
者
が
支
払
う
べ
き
賠
償
額
を
保
険
者
が
被
保
険

者
に
代
わ
っ
て
支
払
う
型
（pay on behalf of

）
と
、
被
保
険
者
が
ま
ず
被
害
者
に
賠
償
金
を
支
払
い
、
そ
の
後
に
保
険
者
が
被
保
険
者

に
対
し
補
填
す
る
型
（indem

nity

）
と
が
あ
（
14
）

る
（
15
）

。
ど
ち
ら
の
場
合
に
せ
よ
、
実
務
上
は
保
険
者
が
被
保
険
者
の
代
理
人
た
る
弁
護
士
の
選

定
へ
の
助
言
を
行
い
、
当
該
弁
護
士
と
協
働
す
る
等
、
賠
償
プ
ロ
セ
ス
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
の
で
、
あ
ま
り
大
差
が
な
い

と
も
い
え
る
。

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
二
）

②　

強
制
保
険

賠
償
責
任
の
履
行
を
確
実
に
し
、
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
付
保
を
強
制
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
強
制
保
険
と

い
い
、
わ
が
国
の
例
で
い
う
と
、
自
動
車
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
自
賠
責
保
険
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
航
空
保
険
に
お
い
て
は
ど
う

か
。ま

ず
、
現
行
法
を
み
て
み
る
。
わ
が
国
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
公
共
の
福
祉
を
阻
害
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

わ
が
国
の
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
、
航
空
事
故
に
よ
り
支
払
う
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
賠
償
の
た
め
保
険
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
航
空
法
一
一
二
条
六
号
）。
学
説
の
中
に
は
、
航
空
法
に
基
づ
き
、
航
空
運
送
事
業
の
許
可
を
申
請

す
る
際
に
、
当
該
申
請
が
法
に
掲
げ
る
許
可
基
準
（
航
空
法
一
〇
一
条
一
項
）
に
適
合
す
る
旨
の
説
明
を
求
め
ら
れ
る
中
で
（
航
空
法
施
行
規

則
二
一
〇
条
三
項
一
号
イ
）、
相
当
の
付
保
が
指
導
さ
れ
る
と
し
て
も
当
然
で
あ
る
と
説
く
も
の
も
あ
る
（
16
）

。

次
に
条
約
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
こ
れ
ま
で
航
空
運
送
の
分
野
に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
付
保
を
強
制
す
る
条
約
は
み
あ
た
ら
な
か
っ

た
。
付
保
の
強
制
は
も
っ
ぱ
ら
間
接
的
な
手
段
に
よ
り
な
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
公
の
安
全
の
見
地
か
ら
外
国
航
空
機
の
飛
行
を
禁

止
・
制
限
す
る
シ
カ
ゴ
条
約
九
条
は
、
ロ
ー
マ
条
約
（
一
九
五
二
年
）
の
規
定
に
従
っ
た
付
保
を
行
わ
な
い
航
空
運
送
人
に
対
し
て
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
17
）

。

と
こ
ろ
が
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
（
一
九
九
九
年
）
は
、
条
約
と
し
て
初
め
て
、
直
接
的
に
付
保
を
強
制
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
同
条
約
五
〇
条
は
、「
締
約
国
は
、
自
国
の
運
送
人
に
対
し
て
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
の
適
切
な
保
険
を
維

持
す
る
よ
う
要
求
す
る
。
運
送
人
は
、
締
約
国
の
領
域
内
へ
の
運
送
を
行
う
場
合
に
、
当
該
締
約
国
か
ら
、
こ
の
条
約
に
基
づ
く
責
任
に

つ
い
て
の
適
切
な
保
険
を
維
持
し
て
い
る
旨
の
証
拠
を
提
出
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。」
と
規
定
す
る
。
同
条
約
は
、
ワ
ル

一
二



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
三
）

ソ
ー
条
約
を
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
条
の
よ
う
な
規
定
は
ワ
ル
ソ
ー
条
約
に
は
存
在
せ
ず
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
条
約
に
お
い
て

初
め
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
乗
客
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
積
極
的
に
評
価
す
る
見
解
（
18
）

と
、
航
空
運
送
の
世
界
で
は
付
保
は
当
然
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
付
保
を
求
め
る
と
し
て
も
国

内
法
に
基
づ
い
て
な
せ
ば
足
り
、
あ
え
て
条
約
で
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
見
解
と
が
あ
る
（
19
）

。

③　

免
責
金
額

損
害
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
、
機
体
保
険
と
異
な
り
、
通
常
は
免
責
金
額
は
設
定
さ
れ
な
い
（
20
）

。
し
た
が
っ
て
、
保
険
者
が
承
諾
し
た
適

正
な
賠
償
額
全
額
が
支
払
わ
れ
る
。

④　

乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
（P

assenger L
egal L

iability Insurance

）

こ
れ
は
、
被
保
険
航
空
機
の
所
有
、
使
用
も
し
く
は
管
理
に
起
因
し
、
ま
た
は
運
送
契
約
の
履
行
に
起
因
し
、
偶
然
の
事
故
に
よ
っ
て
、

乗
客
の
生
命
も
し
く
は
身
体
を
害
し
、
あ
る
い
は
乗
客
の
手
荷
物
を
滅
失
、
破
損
も
し
く
は
汚
損
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
法
律

上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
る
。

乗
客
と
は
、
被
保
険
航
空
機
に
飛
行
の
目
的
を
も
っ
て
搭
乗
中
ま
た
は
乗
降
中
の
者
で
、
被
保
険
航
空
機
の
乗
組
員
と
し
て
の
職
務
に

従
事
す
る
者
を
除
く
す
べ
て
の
者
を
い
う
。

乗
組
員
は
本
保
険
で
な
く
、
航
空
機
搭
乗
者
傷
害
保
険
の
対
象
と
さ
れ
る
。

乗
客
の
手
荷
物
と
は
、
乗
客
が
携
行
も
し
く
は
装
着
す
る
機
内
持
込
手
荷
物
ま
た
は
運
行
者
等
が
原
則
と
し
て
乗
客
の
搭
乗
す
る
航
空

機
で
運
送
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
乗
客
か
ら
受
託
し
た
受
託
手
荷
物
（
積
載
中
、
積
み
込
み
中
ま
た
は
積
み
お
ろ
し
中
の
物
に
限
る
。）
の
う

ち
、
見
回
品
（
日
常
生
活
の
用
に
供
す
る
動
産
）
等
の
財
物
を
い
う
。

一
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
四
）

通
常
、
対
人
・
対
物
賠
償
共
通
で
、
一
事
故
あ
た
り
の
填
補
限
度
額
を
設
定
す
る
。

⑤　

第
三
者
損
害
賠
償
責
任
保
険
（T

hird P
arty L

egal L
iability Insurance

）

こ
れ
は
、
被
保
険
航
空
機
の
所
有
、
使
用
も
し
く
は
管
理
に
起
因
し
、
ま
た
は
運
送
契
約
の
履
行
に
起
因
し
、
偶
然
な
事
故
に
よ
っ
て
、

機
外
の
第
三
者
の
生
命
も
し
く
は
身
体
を
害
し
、
あ
る
い
は
機
外
の
第
三
者
の
財
物
を
滅
失
、
破
損
も
し
く
は
汚
損
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
保
険
者
が
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
を
担
保
す
る
保
険
で
あ
る
。

例
え
ば
、
飛
行
機
が
空
中
衝
突
し
、
他
の
航
空
機
、
空
港
そ
の
他
の
関
連
施
設
や
人
員
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
航
空
機
の
墜
落
あ
る

い
は
機
体
、
積
荷
の
落
下
に
よ
り
地
上
の
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
場
合
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
自
動
車
保
険
で
い
う
対
人
・
対
物
賠
償
責

任
保
険
に
相
当
す
る
が
、
自
動
車
保
険
と
異
な
り
、
機
内
の
搭
乗
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保

険
の
対
象
と
な
る
。

飛
行
機
が
頻
繁
に
離
着
陸
す
る
空
港
周
辺
で
は
、
落
下
物
等
に
よ
り
第
三
者
に
損
害
が
発
生
し
て
も
、
落
下
物
を
落
と
し
た
飛
行
機
を

特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
本
邦
の
成
田
空
港
乗
り
入
れ
航
空
会
社
で
は
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
全
て
の
保
険
契
約
の
特
約
条

項
の
章
に
「
成
田
空
港
落
下
物
条
項
」
を
入
れ
て
対
処
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
航
空
会
社
、
空
港
公
団
、
保
険
会
社
に
よ
り
作
ら
れ
た
審

査
機
関
が
、
落
下
物
を
落
と
し
た
と
思
わ
れ
る
航
空
会
社
の
範
囲
を
指
定
し
、
指
定
さ
れ
た
航
空
会
社
は
共
同
し
て
補
償
を
行
う
と
と
も

に
、
右
補
償
す
べ
き
責
任
を
各
航
空
会
社
の
航
空
保
険
で
担
保
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
21
）

。
航
空
保
険
の
特
徴
で
あ
る
契
約
条
件
の
柔
軟

性
が
発
揮
さ
れ
た
一
例
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
者
賠
償
責
任
保
険
は
、
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
と
組
み
合
わ
せ
て
、
単
一
の
填
補
限
度
額
を
定
め
る
場
合
も
あ
る
。
こ

れ
を
第
三
者
・
乗
客
包
括
賠
償
責
任
保
険
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
両
保
険
の
間
で
填
補
限
度
額
を
相
互
に
融
通
処
理
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

一
四



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
五
）

⑥　

航
空
機
搭
乗
者
傷
害
保
険
（A

viation P
ersonal A

ccident Insurance

）

こ
れ
は
被
保
険
航
空
機
に
搭
乗
中
ま
た
は
乗
降
中
の
者
（
被
保
険
者
）
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
身
体
に
傷
害
を

被
っ
た
場
合
に
、
一
定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
保
険
で
あ
る
。
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
乗
組
員
も
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
労
務
管
理
上
有
益
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
飛
行
機
に
乗
り
込
む
者
が
自
分
自
身
を
被
保
険
者
と
し
て
契
約
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。（
な
お
、
空
港
等
で
自
動
販
売
機
に

よ
り
購
入
で
き
る
保
険
は
、
保
険
カ
バ
ー
内
容
は
こ
れ
と
似
て
い
る
が
、
航
空
保
険
で
は
な
く
、
傷
害
保
険
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。）

本
保
険
は
定
額
払
い
の
保
険
で
あ
り
、
運
送
人
の
責
任
の
有
無
、
実
損
害
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
乗
客
損
害
賠
償
責
任
保
険
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
で
も
本
保
険
に
よ
り
支
払
が
な
さ
れ
う
る
。
本
保
険
は
、
乗
客
損
害
賠
償
責

任
保
険
の
補
完
的
機
能
を
営
ん
で
い
る
。
逆
に
、
運
送
人
に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
場
合
、
本
保
険
か
ら
保
険
金
が
支
払
わ
れ
て
も
、
当

然
に
賠
償
金
に
充
当
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
保
険
は
、
通
常
の
傷
害
保
険
と
異
な
り
、
被
保
険
者
の
氏
名
を
特
定
せ
ず
、
事
故
当
時

に
被
保
険
航
空
機
に
搭
乗
し
て
い
た
者
全
員
を
被
保
険
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦　

貨
物
賠
償
責
任
保
険

こ
れ
は
、
航
空
運
送
人
の
貨
物
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
担
保
す
る
責
任
保
険
で
あ
る
。
貨
物
に
関
す
る
保
険
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、

貨
物
の
所
有
者
ま
た
は
荷
主
と
し
て
貨
物
に
生
じ
る
損
害
を
担
保
す
る
物
保
険
と
し
て
の
貨
物
保
険
も
あ
る
（
22
）

。

一
五



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
六
）

三
．
戦
争
保
険
と
航
空
保
険
の
課
題

1
．
は
じ
め
に

多
数
の
人
命
を
運
ぶ
航
空
機
は
、
戦
争
、
テ
ロ
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
対
象
と
な
り
や
す
く
、
し
か
も
一
転
損
害
が
発
生
す
る
と
多

数
の
人
命
に
関
わ
る
損
害
を
発
生
さ
せ
る
の
で
、
特
に
定
期
航
空
会
社
と
し
て
は
、
か
か
る
リ
ス
ク
（
戦
争
リ
ス
ク
）
に
対
し
て
も
航
空

保
険
を
付
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
．で
み
た
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
は
い
ず
れ
も
、
原
則
と
し
て
戦
争
危
険
を
免
責
対

象
と
し
て
い
る
の
で
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
と
は
別
に
、
付
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
争
保
険
は
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
よ
り
も
新
し
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
の
頻
発
を
機

に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
を
も
担
保
さ
れ
る
よ
う
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
が
、
近
時
湾
岸
戦
争
や
米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
り
、
さ
ら

に
大
き
く
変
容
し
た
（
23
）

。
こ
こ
で
は
、
定
期
航
空
会
社
の
航
空
保
険
を
前
提
と
し
て
、
戦
争
保
険
の
概
要
と
変
遷
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2
．
戦
争
危
険
に
対
す
る
航
空
保
険
の
カ
バ
ー

⑴　

航
空
機
機
体
賠
償
責
任
保
険
（H

ull and Liability com
bined Policy

）

航
空
保
険
の
種
類
と
し
て
は
、
二
．で
述
べ
た
よ
う
に
実
に
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
定
期
航
空
保
険
会
社
が
通
常
付
し
て
い
る
航
空

保
険
は
、
保
険
の
種
類
毎
に
個
別
に
契
約
す
る
の
で
は
な
く
、
包
括
的
な
契
約
方
式
（
航
空
機
機
体
賠
償
責
任
保
険
：H

ull and L
iability 

com
bined P

olicy　

通
常
、
メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
と
呼
ぶ
。）
が
と
ら
れ
て
い
る
。

図
1
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
以
前
に
、
定
期
航
空
保
険
会
社
が
通
常
付
し
て
い
た
包
括
的
な
航
空
保
険
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
は
、
機
体
損
害
に
つ
い
て
は
、
戦
争
リ
ス
ク
を
担
保
し
な
い
が
、
乗
客
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
及
び

一
六



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
七
）

第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
に
つ
い
て
は
、
戦
争
危
険
ま
で
も
復
活
担
保
し
て
い
た
。
航
空

保
険
に
お
い
て
、
戦
争
危
険
は
一
般
的
な
免
責
条
項
と
さ
れ
て
い
る
が
、
免
責
と
さ
れ
る
戦
争
危

険
に
よ
る
損
害
の
う
ち
、
乗
客
、
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
（A

V
N
48B

と
い
う
免
責
条

項
）
に
つ
い
て
は
、
特
約
条
項
（
図
1
で
い
う
とA

V
N
52C

と
い
う
特
約
）
で
担
保
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
一
旦
排
除
し
た
戦
争
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
直
す
こ
と
か
ら
、
復
活
担
保
と
か
ラ

イ
ト
バ
ッ
ク
（W
rite back

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
24
）

。

　

⑵　

機
体
戦
争
保
険
（H

ull W
ar Insurance

）

メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
は
、
機
体
損
害
に
関
し
て
戦
争
危
険
を
担
保
し
な
い
の
で
（
機
体
保
険
に
つ

い
て
は
、
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
な
い
。）、
機
体
損
害
を
担
保
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
別
途

機
体
戦
争
保
険
（H

ull W
ar Insurance

）
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
保
険
が
、
オ
ー
ル
・
リ
ス

ク
ス
保
険
と
は
別
に
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
、
機
体
戦
争
保
険
は
、
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
で
は

な
く
、
メ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
航
空
保
険
市
場
と
は
別
に
主
と
し
て
ロ
イ
ズ
の
再
保
険
者
に
よ
っ
て

引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
機
体
戦
争
保
険
に
お
い
て
は
、
三
機
分
程
度
の
填
補
限
度

額
（aggregate lim

it

）
が
付
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
機
体
保
険
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
と
戦
争
危
険
と
が
峻
別
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
発
生
し
た
事
故
が
ど
ち
ら
に
よ
る
か
特
定
で
き
な
い
場
合
の
処
理
が
問
題
と
な

る
。

〈図 1〉

機体損害 乗客に対する損害 第三者に対する損害

オール・リスクス

（通常の危険）

航空機機体賠償責任保険

→特約付加にあたり追加保険料

戦争危険 機体戦争保険

特約（AVN52C）により

メインポリシー自体で復活担保

（支払限度額一事故あたり15～20億米ドル）

一
七



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
五
八
）

一
九
八
五
年
六
月
に
イ
ン
ド
航
空
の
ボ
ー
イ
ン
グ
747
機
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
沖
に
墜
落
し
た
際
に
、
こ
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
一
億
米
ド

ル
を
超
え
る
機
体
保
険
金
を
ど
ち
ら
の
保
険
で
支
払
う
の
か
が
議
論
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
当
初
両
方
の
保
険
事
業
者
が

半
分
ず
つ
負
担
し
て
支
払
い
、
そ
の
後
時
間
を
か
け
て
事
故
の
原
因
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
待
っ
て
仲
裁
に
よ
り
、
い
ず
れ
の
対
象

と
す
る
か
決
す
る
こ
と
と
し
、
後
日
回
収
さ
れ
た
機
体
片
の
鑑
定
に
よ
り
、
戦
争
危
険
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
決
着
を
み
た
。

現
在
で
は
、
ど
ち
ら
の
保
険
で
支
払
う
べ
き
か
決
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
双
方
の
保
険
事
業
者
が
仮
に
半
分
ず
つ
の
割
合
で
保
険
金
を

支
払
い
、
そ
の
後
仲
裁
で
い
ず
れ
が
支
払
う
か
決
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
か
か
る
旨
の
条
項
が
ロ
イ
ズ
の
標
準
文
言
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
条
項
（50/50 P
rovisional C

laim
s S
ettlem

ent C
lause

）
と
い
う
（
25
）

。

ち
な
み
に
、
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
戦
争
危
険
が
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
か
る
問
題
は
生
じ
な
い
。

3
．
戦
争
保
険
に
お
け
る
二
つ
の
制
約

⑴　

七
日
前
解
約
予
告
条
項
（7 D
ays Cancellation Clause

）

注
意
す
べ
き
は
、
戦
争
保
険
に
は
、
二
つ
の
重
大
な
制
約
が
あ
る
。
一
つ
は
、
七
日
前
解
約
予
告
条
項
（7 D

ays C
ancellation 

C
lause

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
被
保
険
者
・
保
険
者
は
、
七
日
前
に
予
告
す
れ
ば
、
相
手
方
の
同
意
な
し
に
契
約
を
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
但
し
、
解
約
の
発
効
以
前
に
、
両
者
が
新
し
い
保
険
料
率
、
条
件
、
適
用
地
域
に
合
意
す
れ
ば
、
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
規
定
の
上
で
は
保
険
者
・
被
保
険
者
が
対
等
に
解
除
権
を
行
使
で
き
る
よ
う
で
あ
る
が
、
被
保
険
者
が
こ
の
条
項
を
利
用
す
る

こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
実
際
上
は
保
険
者
側
に
有
利
に
で
き
た
条
項
で
あ
る
。

こ
の
条
項
は
、
一
九
九
〇
年
八
月
、
イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
際
に
発
動
さ
れ
、
一
九
九
一
年
二
月
イ
ラ
ク
が
降
伏
し
、
湾

岸
危
機
が
一
応
の
解
決
を
見
る
ま
で
、
湾
岸
地
域
一
帯
に
つ
い
て
全
く
の
無
保
険
状
態
が
生
じ
た
。

一
八



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
五
九
）

こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
、
救
援
機
な
ど
を
派
遣
す
る
場
合
、
個
別
に
救
援
機
を
担
保
す
る
保
険
を
手
配
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
か
か

る
保
険
が
常
に
手
配
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
仮
に
手
配
で
き
て
も
保
険
の
有
効
期
間
が
数
日
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
不
十
分
な
も
の
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。

こ
の
条
項
は
、
同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に
も
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
4
．で
後
述
す
る
。

⑵　

自
動
終
了
条
項
（A

utom
atic T

erm
ination Clause

）

も
う
一
つ
の
制
約
は
、
自
動
終
了
条
項
（A

utom
atic T

erm
ination C

lause

）
で
あ
る
。
核
兵
器
の
使
用
、
五
大
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
中
国
）
間
に
お
け
る
戦
争
勃
発
の
場
合
に
は
、
通
告
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
契
約
は
自
動
的
に
終
了
す

る
旨
の
条
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
保
険
契
約
が
前
提
と
し
て
い
る
社
会
秩
序
が
失
わ
れ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
全
て
の
戦
争

保
険
契
約
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
場
合
は
、
民
間
の
保
険
事
業
者
で
な
く
国
家
に
よ
る
措
置
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
条
項
が
発
動
さ
れ
る
と
、
前
述
の
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
分
を
含
め
、
全
世
界
の
戦
争
保
険
が
自
動
的
に
終
了
す
る
た
め
、
不
安

定
な
状
態
が
出
現
す
る
（
26
）

。

4
．
同
時
多
発
テ
ロ
の
戦
争
保
険
に
対
す
る
影
響
と
対
策

⑴　

は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
に
発
生
し
た
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
死
者
約
三
〇
〇
〇
名
と
い
う
重
大
な
人
的
被
害
と
莫
大
な
経
済
的
損

失
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
航
空
機
自
体
を
武
器
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
テ
ロ
は
、
航
空
の
安
全
に
対
す
る
認
識
を
根
底

か
ら
揺
る
が
せ
た
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
り
航
空
保
険
、
特
に
戦
争
保
険
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
戦
争
保
険
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
と
し

一
九



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
〇
）

た
い
。

　

⑵　

同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
保
険
カ
バ
ー
：A

V
N
52D

に
よ
る
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク

同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に
も
、
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
分
を
含
む
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
の

保
険
者
サ
イ
ド
か
ら
七
日
前
解
約
予
告
条
項
が
行
使
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
一
年
九
月

一
七
日
二
三
時
五
九
分
（
グ
リ
ニ
ッ
ジ
標
準
時
）
に
、
保
険
者
か
ら
、
同
条
項
に
基
づ
き
、
前
記

A
V
N
52C

の
特
約
を
解
除
す
る
と
の
通
知
が
、
世
界
の
各
航
空
運
送
事
業
者
に
対
し
て
な
さ

れ
た
。

た
だ
こ
の
と
き
は
、
解
約
の
発
効
直
前
に
、
保
険
者
か
ら
免
責
条
項
を
一
部
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク

す
る
新
た
な
特
約
（A

V
N
52D

）
が
提
示
さ
れ
、
全
く
の
無
保
険
状
態
は
回
避
さ
れ
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
保
険
カ
バ
ー
は
、
図
2
の
よ
う
に
な
っ
た
。

一
見
す
る
と
、
図
1
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
戦
争
保
険
カ
バ
ー
の
範
囲
が
大
き
く

縮
小
さ
れ
、
か
つ
、
航
空
運
送
事
業
者
の
負
担
が
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
（
27
）

。

ま
ず
第
一
に
、
戦
争
危
険
に
よ
る
第
三
者
に
対
す
る
賠
償
責
任
損
害
に
対
し
て
、
支
払
限
度

額
が
一
事
故
あ
た
り
二
〇
億
米
ド
ル
か
ら
一
事
故
及
び
期
間
中
五
〇
百
万
米
ド
ル
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
第
三
者
に
対
す
る
損
害
に
対
す
る
賠
償
保
険
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
（
な
お
、
乗
客
に

対
す
る
賠
償
保
険
の
範
囲
は
従
来
ど
お
り
で
あ
る
。）。
い
く
つ
か
の
保
険
会
社
は
、
さ
ら
に
追
加
保

険
料
の
支
払
い
で
五
〇
百
万
米
ド
ル
か
ら
一
〇
億
米
ド
ル
ま
で
カ
バ
ー
す
る
損
害
賠
償
保
険
を

〈図 2〉

機体損害 乗客に対する損害 第三者に対する損害

オール・リスクス

（通常の危険）

航空機機体賠償責任保険

→特約付加にあたり追加保険料

戦争危険
機体戦争保険

→追加保険料

キャンセル＆ライトバック（AVN52D）

（5000万米ドルの

サブリミット）

二
〇



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
六
一
）

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
に
、AV

N
52D

の
特
約
付
加
に
あ
た
り
、
有
償
旅
客
一
人
あ
た
り
一
・
二
五
米
ド
ル
の
追
加
保
険
料
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
機
体
戦
争
保
険
に
お
い
て
も
、
総
機
体
保
険
金
額
（A

verage F
leet V

alue

）
の
〇
・
〇
五
％
の
追
加
保
険
料
の
支
払
を
要
求

し
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
保
険
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑶　

そ
の
後
の
状
況

以
上
の
と
お
り
、
同
時
多
発
テ
ロ
直
後
の
戦
争
危
険
に
対
す
る
航
空
保
険
に
よ
る
カ
バ
ー
は
限
定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
国
に
お

い
て
政
府
に
よ
る
援
助
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
政
府
がT

R
O
IK
A

と
称
す
る
保
険
会
社
を
設
立
し
、
二
〇
億
米
ド
ル
ま
で
の
政
府
保
険
制
度
を
二
〇
〇
二
年
一
〇

月
ま
で
実
施
し
た
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
政
府
が
二
〇
〇
一
年
九
月
中
に
民
間
保
険
の
上
乗
せ
分
の
第
三
者
賠
償
保
険
を
提
供
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
は
さ
ら
に
同
時
多
発
テ
ロ
の
個
人
被
害
者
に
対
す
るV

IC
T
IM
S
 F
U
N
D

も
形
成
さ
れ
た
（
28
）

。

日
本
に
お
い
て
は
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
二
日
の
閣
議
決
定
で
、「
国
会
の
議
決
を
条
件
と
し
て
、
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
が
運
航
す

る
航
空
機
へ
の
テ
ロ
等
に
よ
り
航
空
機
事
故
が
発
生
し
、
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
の
賠

償
金
の
支
払
い
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
。」
も
の
と
さ
れ
、
民
間
保
険
で
填
補
可
能
な
金
額
（
一
〇
億
米
ド
ル
）
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
二
〇
億
米
ド
ル
を
上
限
に
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
一
〇
億
米
ド

ル
を
超
え
る
第
三
者
損
害
に
つ
い
て
も
、
民
間
保
険
で
填
補
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
措
置
は
、
平
成
一
五
年
一
二
月
一

日
に
終
了
し
た
。

二
〇
一
二
年
現
在
の
保
険
カ
バ
ー
の
状
況
は
、
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
一



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
二
）

一
時
保
険
料
が
高
騰
し
た
、
戦
争
危
険
に
起
因
す
る
第
三
者
へ
の
賠
償
責
任
保
険
の
提
供
を

事
業
機
会
と
捉
え
、
保
険
会
社
の
新
規
の
市
場
参
入
が
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
で
は
、

追
加
保
険
料
の
支
払
い
で
二
〇
億
米
ド
ル
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る
、
世
界
の
保
険
者
に
よ
る
引
受

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
七
日
前
解
約
予
告
条
項
（7 D

ays C
ancellation 

C
lause

）
に
つ
い
て
も
、
現
在
で
は
、
核
兵
器
の
敵
対
行
為
と
し
て
の
爆
発
（pure W

ar R
isk

の
み
）
に
よ
る
自
動
終
了
以
外
は
解
約
さ
れ
な
い
保
険
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
航
空
賠
償
責
任
保
険
契
約
は
通
常
一
年
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
間
に
渡
る

付
保
が
確
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
争
や
テ
ロ
の
危
険
性
が
世
界
的
に
再
び
高
ま
っ

た
場
合
に
は
、
戦
争
危
険
に
起
因
す
る
第
三
者
へ
の
賠
償
責
任
保
険
市
場
か
ら
一
部
の
保
険
者

が
撤
退
し
、
世
界
的
な
引
受
体
制
が
再
び
脆
弱
と
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　
　
　
　

四
．
結
び
に
代
え
て

本
稿
の
執
筆
者
両
名
の
手
に
な
る
本
稿
は
、
共
著
者
の
一
人
松
嶋
に
よ
る
前
著
（
29
）

を
、
そ
の
後

の
航
空
保
険
の
実
務
の
発
展
に
照
ら
し
、
共
著
者
の
一
人
中
島
が
、
全
面
的
に
加
筆
訂
正
を
加

え
、
さ
ら
に
両
名
の
共
同
討
議
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
討
議
の
場
と
し
て
は
、
本

学
部
比
較
法
研
究
所
所
管
の
現
代
空
法
研
究
会
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
戦
争
保
険
に
関

す
る
課
題
は
以
前
に
比
べ
て
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
に
お
い
て
は
、
世
界
の
保

〈図 3〉

機体損害 乗客に対する損害 第三者に対する損害

オール・リスクス

（通常の危険）

航空機機体賠償責任保険

→特約付加にあたり追加保険料

戦争危険
機体戦争保険

→追加保険料

キャンセル＆ライトバック（AVN52E）

（ 1億5000万米ドルの

サブリミット）
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航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
六
三
）

険
者
に
よ
る
安
定
し
た
引
受
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
時
期
が
、
航
空
保
険
の
現
状
を
俯
瞰
し
課
題
を
整
理
す
る
に

も
っ
と
も
適
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
我
々
両
名
の
認
識
で
あ
る
。
本
稿
が
、
依
拠
す
べ
き
文
献
が
少
な
い
航
空
保
険
に
つ
き
、
隙
間
を

埋
め
る
基
礎
文
献
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
全
日
本
空
輸
株
式
会
社
法
務
部
長
菅
原
貴
与
志
氏
か
ら
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
は
、
航
空
保
険
の
現
状
に
対
す
る
情
報
提
供
と
原
稿
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ
い
た
。
こ

こ
に
そ
の
こ
と
を
特
記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
文
責
が
す
べ
て
我
々
両
名
に
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

（
1
） 

藤
田
勝
利
編
『
新
航
空
法
講
義
』（
平
成
一
九
年
）
二
五
九
〜
二
七
八
頁
（
松
嶋
隆
弘
）

（
2
） 

原
茂
太
一
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
航
空
保
険
」（
平
成
三
年
・
財
団
法
人
損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
）
二
一
頁
、
な
お
、
同
「
航
空
保
険

の
意
義
お
よ
び
そ
の
範
囲
│
イ
ギ
リ
ス
の
法
と
実
務
を
中
心
に
し
て
」
空
法
三
二
号
（
平
成
三
年
）
一
頁

（
3
） 

阿
部
紘
一
「
定
期
航
空
会
社
の
航
空
保
険
に
つ
い
て
」
空
法
三
三
号
（
平
成
四
年
）
三
三
頁
以
下
、
羽
原
敬
二
『
航
空
機
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
諸

問
題
』（
平
成
九
年
・
関
西
大
学
経
済
・
政
治
研
究
所
）
六
一
頁
以
下

（
4
） 

本
稿
執
筆
に
際
し
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
、「
航
空
保
険
市
場
はV

olatile

で
は
あ
っ
て
も
、
言
葉
の
厳
密
な
意
味
で

S
peculative

で
は
な
い
（
た
だ
し
、
9
・
11
直
後
に
限
っ
て
は
、
き
わ
め
て
例
外
的
に
投
機
的
な
動
き
を
示
し
た
保
険
者
が
存
在
し
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
）」
旨
の
指
摘
を
受
け
た
。
敢
え
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
5
） 

も
っ
と
も
単
一
の
事
故
が
損
害
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は
、
よ
ほ
ど
の
規
模
の
場
合
（
例
え
ば
日
航
の
御
巣
高
事
故
ク
ラ
ス
）
に
限
ら
れ
よ

う
。

（
6
） 

坂
本
昭
雄
・
三
好
晉
『
新
国
際
航
空
法
』（
平
成
一
一
年
）
三
三
三
頁
。
ち
な
み
に
日
本
航
空
保
険
プ
ー
ル
は
、
外
国
か
ら
の
保
険
の
引
受
け

は
行
わ
ず
、
外
国
へ
の
再
保
険
の
み
を
行
う
出
再
プ
ー
ル
で
あ
る
。
阿
部
・
前
掲
三
四
頁

二
三



日
本
法
学　

第
七
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
二
月
）

（
三
六
四
）

（
7
） 

羽
原
・
前
掲
書
一
一
五
頁

（
8
） 

羽
原
・
前
掲
書
一
一
四
頁

（
9
） 
阿
部
・
前
掲
二
五
頁

（
10
） 
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
が
オ
ー
ル
・
リ
ス
ク
ス
保
険
と
戦
争
保
険
の
い
ず
れ
で
担
保
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
（P

an A
m
. W
orld A

irw
ays, 

Inc. v. A
etna C

as. &
 S
ur. C

o.,

〔1974

〕IL
oyd’s R

ep 207, 

〔1975

〕 IL
oyd’s R

ep 77,505 F
. 2d 989 

（1974

）, 12 A
vi C
as 18,069, 13 

A
vi C
as 17,340

）
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
羽
原
・
前
掲
書
九
四
頁
。
ち
な
み
に
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
が
問
題
と

な
り
う
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、E

rw
in E
. C
abin, W

ar-R
isk, H

ijacking &
 T
errorism

 E
xclusions in A

viation Insurance: 

C
arrier L

iability in T
he W

ake of S
eptem

ber 11, 2001 

（2003

） 68 Journal of A
ir L
aw
 and C

om
m
erce, p.421.

（
11
） 

な
お
、
本
文
に
述
べ
た
ほ
か
に
航
空
に
関
係
す
る
保
険
と
し
て
、
空
港
施
設
所
有
・
管
理
者
賠
償
責
任
保
険
（A

irport O
w
ners and 

O
perators L

iability Insurance
）、
航
空
機
製
造
物
責
任
保
険
（A

viation P
roducts L

iability Insurance

）、
航
空
機
乗
員
免
許
喪
失
保
険

（A
ir C
rew
 L
oss of L

icense Insurance
）、
人
工
衛
星
に
関
連
す
る
宇
宙
保
険
（S

pace Insurance

）、
飛
行
船
保
険
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
保
険
等
が

あ
る
。

（
12
） 

被
保
険
航
空
機
と
は
、
保
険
証
券
記
載
の
航
空
機
を
い
う
。

（
13
） 

免
責
金
額
の
定
め
方
に
つ
い
て
は
、
羽
原
・
前
掲
書
三
九
頁

（
14
） 

阿
部
・
前
掲
三
一
頁

（
15
） 

本
稿
執
筆
に
際
し
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
、「
米
国
がpay on behalf

方
式
、
英
国
がindem

nify

方
式
」
と
い
う
説
明
は
、

歴
史
的
沿
革
の
説
明
で
あ
れ
ば
該
当
す
る
面
も
あ
る
が
、
現
状
の
説
明
と
し
て
は
正
確
で
は
な
い
旨
指
摘
を
受
け
た
。
敢
え
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

（
16
） 

坂
本
＝
三
好
・
前
掲
書
三
四
九
頁

（
17
） I. H

. D
iederiks-V

erschoor, A
n Introduction to A

ir L
aw
 

（7th ed., 2001

） p.175.

（
18
） Ibid. p.183

二
四



航
空
保
険
の
現
状
と
課
題
（
松
嶋
・
中
島
）

（
三
六
五
）

（
19
） 

坂
本
＝
三
好
・
前
掲
書
三
五
一
頁
を
参
照

（
20
） 

た
だ
し
、
損
害
賠
償
保
険
の
う
ち
、
手
荷
物
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
一
二
五
〇
ド
ル
の
免
責
金
額
が
付
け
ら
れ
る
。

（
21
） 
阿
部
・
前
掲
三
八
頁

（
22
） 
大
野
和
雄
『
航
空
貨
物
損
害
賠
償
の
実
務
』（
平
成
三
年
・
成
山
堂
書
店
）
四
五
頁
、
来
見
田
實
『
新
訂
航
空
貨
物
の
理
論
と
実
務
』（
平
成
七

年
・
成
山
堂
書
店
）
一
五
八
頁

（
23
） 

中
村
克
己
「
テ
ロ
に
起
因
す
る
第
三
者
賠
償
責
任
の
現
状
と
考
察
」
空
法
四
四
号
（
平
成
一
五
年
）
二
三
頁

（
24
） 

図
1
で
は
、
貨
物
や
航
空
機
部
品
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
貨
物
の
賠
償
責
任
保
険
と
し
て
は
、
航
空
貨
物
賠
償
責
任
保
険
（F

reight 

L
iability Insurance

）
が
、
航
空
機
部
品
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
部
品
保
険
（A

ircraft S
pare P

arts Insurance

）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー

ル
・
リ
ス
ク
ス
条
件
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
争
危
険
ま
で
も
担
保
す
る
。
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
本
文
に
述
べ
た
と
こ
ろ
が
当
て
は
ま
る
。

阿
部
・
前
掲
二
六
頁
、
羽
原
・
前
掲
書
七
七
頁

（
25
） 

阿
部
・
前
掲
四
〇
頁
、
羽
原
・
前
掲
書
九
四
頁

（
26
） 

湾
岸
戦
争
の
際
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
間
で
核
兵
器
の
使
用
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、
日
本
航
空
は
、
七
日
間
に
限
り
、
機
体
の
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
担
保
す
る
保
険
を
作
出
し
た
。
た
だ
、
担
保
リ
ス
ク
が
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
賠
償
保
険
に
つ
い
て
は
実
現
で

き
な
か
っ
た
。
阿
部
・
前
掲
四
四
頁

（
27
） 

中
村
・
前
掲
二
六
頁
の
他
、
平
成
一
七
年
五
月
二
七
日
に
お
け
る
淡
路
信
広
氏
の
空
法
学
会
報
告
「
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
航
空
保
険
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
動
向
」
に
よ
る
。R

od D
. M
argo, 11 S

eptem
ber 2001 - A

n A
viation Insurance P

erspective 

（2002

） 27 A
IR
 &
 S
P
A
C
E
 

L
A
W
, p.389.

（
28
） R
aym
ond L

. M
ariani, T

he S
eptem

ber 11th V
ictim

 C
om
pensation F

und of 2001 and T
he P

rotection of T
he A

irline Industry: 

A
 B
ill for T

he A
m
erican P

eople, 

（2002

） 67 Journal of A
ir L
aw
 and C

om
m
erce p.141.

（
29
） 

藤
田
・
前
掲
書
（
前
注
1
）

二
五
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